
■
磯
子
区
版
は
毎
週
木
曜
日
発
行
で
す

一　　協力:磯子警察署刀i板　　
生活安全課

■｢振り込め詐欺｣電話に注意

　証券会社などを一る犯人からrあ

なたの名義で株を購入したい｣など

の電話がヽかかり､その後｢金融庁

(警察)のチェックが入る｡送金しな

いと私もあなたも捕まる｣と､金を

だまし取る詐欺が多発しています。

磯子区防犯掲
Ｉ犯罪発生状況1悶‰

空き巣(未遂を含む) 1件l･子汀目=

ひったくリ(同上) O件
車上ねらい(同上､． O件
振り込め詐欺(同上) O件j-SCg=召， 知成

健祐

f責任者／宇山

　集長／北原●子区編勧･〒231･0圀模|紳同前2･5,14ｾﾝﾄﾗﾙﾋﾟﾙ2i hltμﾉi。,lawnne,s,c吻al狐タウンニュース社10622?｡505�RX06227-S051

街の愛着醸成をじ、記録通

|||lillllllllll目11111111111111目田||||||||||||||||聞|

　
区
内
で
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
家
庭
に
利
用
し
て
も

ら
お
う
と
、
区
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
が
今
年
度
初
め

て
作
成
し
た
「
磯
ヱ
曼
日
誌
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

今
月
か
ら
配
布
が
始
ま
っ
た
。
担
当
者
は
「
磯
子
の

街
へ
の
愛
着
の
醸
成
や
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
記
録
と

し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。

　
育
児
日
誌
は
赤
ち
ゃ
ん
の
成

長
を
記
録
し
て
い
く
た
め
に
作

ら
れ
た
日
記
帳
。
市
販
さ
れ
て

い
る
も
の
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

利
用
す
る
も
心
な
ど
が
あ
る
。

　
区
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
で

は
、
今
年
度
の
新
規
剌
業
と
し

HIIIIIlmHIIIIIIIIIIIIII||||||||‖|Ⅲ|||川||間

て
磯
子
区
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
育
児

日
誌
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

行
政
が
独
白
に
制
作
す
る
の
は

全
国
で
も
珍
し
く
、
区
内
で
赤

ち
ゃ
ん
を
育
て
る
家
庭
に
「
磯

子
の
街
へ
の
愛
着
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
」
や
「
産
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
が
磯
子
の
街
で
育
っ
て

「
多
く
の
方
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
区
職
員
ら

い
く
様
子
を
思
い
出
と

し
て
記
録
し
て
も
ら
う

こ
と
」
な
ど
を
目
的
と

し
て
い
る
。
同
課
の
職

‥
賢
人
と
市
政
保
育
所

心
保
育
卜
．
Ｉ
人
が
携
わ

り
、
昨
年
の
４
月
か
ら

制
作
を
開
始
し
た
。

祝
福
の
思
い
込
め
る

　
日
誌
の
体
裁
は
Ａ
５

刊
の
フ
ル
カ
ー
了
、
２
８

ペ
ー
ジ
。
赤
ち
ゃ
ん
が

磯
子
心
街
で
産
ま
れ
育

つ
こ
と
を
地
域
で
祝
福

し
よ
う
と
、
表
紙
に
は
保
育
士

が
フ
ェ
ル
ト
な
ど
で
手
作
り
し

た
ブ
ー
ケ
を
デ
ザ
イ
ン
。
ペ
ー

ジ
を
め
く
る
と
区
長
や
地
域
ｆ

育
て
支
援
拠
点
の
職
員
、
利
用

者
な
ど
か
ら
の
祝
福
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
成
長
記

録
の
記
入
ペ
ー
ジ
に
は
、
子
ど

も
と
出
か
け
ら
れ
る
区
内
の
名

所
心
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
街
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い

る
。
担
当
者
は
「
地
域
か
ら
心

祝
福
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
日

誌
を
活
用
す
る
こ
と
で
磯
子
の

街
を
ふ
る
さ
と
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
構
成
に
し
た
。
巾

販
の
日
誌
に
は
で
き
な
い
部

分
」
と
思
い
を
込
め
る
。

　
ほ
か
に
も
、
子
育
て
中
の
メ

ン
バ
ー
の
生
の
声
を
取
り
入
れ
、

成
長
記
録
の
記
入
ペ
ー
ジ
は
自

由
に
記
入
で
き
る
よ
う
シ
ン
プ

ル
な
作
り
に
。
各
家
庭
の
生
活

圏
内
で
利
用
で
き
る
授
乳
室
や

オ
ム
ツ
交
換
所
、
も
し
も
の
時

に
駆
け
込
め
る
病
院
を
６
つ
メ

モ
で
き
る
ペ
ー
ジ
も
盛
り
込
む
。

「
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
よ
く
利
用
し

た
施
・
設
な
ど
、
子
ど
も
９
」
ろ

心
思
い
出
を
振
り
返
っ
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
担
当
者
は
話
す
。

　
日
誌
は
２
０
１
４
年
の
区
内

の
出
生
数
を
参
考
に
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

郎
ほ
ど
印
刷
。
生
後
４
か
月
ま

で
の
乳
児
と
そ
の
養
育
者
の
家

庭
を
毎
月
訪
問
す
る
「
こ
ん
に

｀
‐
｀
ｌ
ｉ
・
｀
‐
‐
｀
‐

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
剌
業
」
を

通
じ
、
訪
問
貝
が
今
月
か
ら
順

次
配
布
し
て
い
る
。
利
川
者
心

反
応
を
見
な
が
ら
、
部
数
が
な

く
な
っ
た
場
合
も
継
続
し
て
い

く
予
定
だ
。

区
高
速
が
「
お
年
玉
朝
市
」

2
3
日
　
区
役
所
で
実
施

　
磯
子
区
役
所
で
１
月
２
３
日

出
、
「
商
店
街
お
年
玉
朝
市
」

が
開
か
れ
る
。
区
商
店
街
連
合

会
が
主
催
。

　
今
月
は
、
年
に
一
度
の
「
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
」
を
実
施
。

午
前
９
時
に
カ
ー
ド
を
配
布

（
な
く
な
り
次
第
終
了
）
。
八
景

島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
「
シ
ー
パ

ラ
プ
レ
ミ
ア
ム
パ
ス
（
ペ
ア
）
券
」

や
区
内
商
店
街
か
ら
の
豪
￥
賞

品
が
あ
た
る
。
そ
の
ほ
か
に
、

な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
る
ク

ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー
の
無
料
配
布

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

金沢区･小山さん

●子区･奥井さん

　
商
店
街
店
舗
に
よ
る
出
店
で

は
、
野
菜
、
果
物
、
か
ら
揚
げ
、

気
仙
沼
パ
ン
、
婦
人
洋
品
、
小

物
な
ど
が
。
販
売
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
缶
バ
ッ
ジ
心
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
実
施
さ
れ
る
。
磯
ｒ
区

の
マ
ス
弓
ト
「
い
そ
っ
ぴ
」
か
、

Ｌ
版
以
Ｌ
あ
写
真
に
記
載
さ
れ

た
イ
ラ
ス
ト
持
参
で
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
缶
バ
ッ
チ
を
作
成
す
る

（
返
却
不
可
、
素
材
に
よ
り
作

成
で
き
な
い
も
心
あ
り
）
。

　
詳
細
は
、
磯
子
区
地
域
振
興

課
四
〇
４
５
・
７
５
０
・
２
３

９
２
へ
。
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晋

磯
子
公
会
堂
で
１
月
3
1
日

　
行
政
書
士
高
田
占
衛
嘔
務
所

は
１
月
３
１
日
㈲
、
磯
ｒ
公
会
堂

集
会
室
Ｉ
（
Ｊ
Ｒ
磯
子
駅
徒
歩

５
分
）
で
相
続
や
遺
言
の
無
料

相
談
会
を
行
う
。

　
「
相
続
手
続
き
を
し
な

ま
だ
と
ど
ぅ
な
る
心
」
「
夫
・

い

ま
浴

●

高
田
所
長
が
親
身
に
相
談
に
応
じ
る

チ
ョ
コ
ケ
ー
キ漂

Ｍ

？

　
福
祉
ク
ラ
ブ
生
協
磯
子
Ｗ
・

Ｃ
ｏ
な
で
し
こ
が
主
催
す
る
「
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
講
座
」
が

１
跡
目
㈲
、
杉
田
地
区
セ
ン

タ
ー
４
階
料
理
室
で
開
か
れ

産
は
確
実
に
妻
に
相
続
さ
れ
る

心
」
と
い
っ
た
疑
問
や
、
遺
言

書
の
書
き
方
な
ど
、
磯
子
区
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
と
し
て

活
動
す
る
高
田
所
長
と
、
協
力

事
務
所
の
霞
士
ら
が
親
身
に
相

談
に
応
じ
る
。

　
時
間
は
午
後
Ｉ
詰
ヤ
５

時
。
希
望
者
は
専
Ｔ
約
を
。

■
行
政
書
士
高
田
吉
衛
事
務
所

磯
子
区
岡
村
１
の
２
７
の
３

四
〇
４
５
・
７
５
８
・
２
０
８
０

る
。
参
加
無
料
。

　
当
日
は
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
の

作
り
方
を
教
え
る
。
「
バ
レ
ン
タ

イ
ン
が
近
い
の
で
、
ぜ
ひ
家
庭

で
も
実
践
し
て
ほ
し
い
」
と
圭

催
者
。
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
。

定
拾
人
。
中
込
締
切
１
品

目
。
詳
細
、
申
込
は
、
家
事
介

護
お
ひ
さ
ま
四
〇
４
５
・
７
５

３
・
２
９
４
２

青
み
か
ん
で
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

　
金
沢
区
・
柴
町
の
み
か
ん
を

使
っ
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
が
誕
生

し
た
。
そ
の
名
も
「
太
陽
と
潮

風
の
香
る
横
浜
あ
お
み
か
ん
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
」
。
昨
年
末
に
行
わ

れ
た
柴
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ァ
ー
ム

地
産
地
消
の
ブ
ラ
ン
ド
に

収
穫
祭
で
初
め
て
販
売
さ
れ
、

用
意
し
た
９
０
本
が
２
時
間
亮

売
す
る
ほ
ど
の
人
気
だ
っ
た
。

　
柴
漁
港
を
以
ト
ろ
す
高
台
－

約
３
０
０
本
の
み
か
ん
心
木
が

育
つ
小
山
収
一
さ
ん
（

７８
-

の
- 一 一

が

へ

　○

小
山
さ
ん
心
畑
だ
っ
た
。

一 一

撮影）月28日(11たわわに実る小山さんのみかん畑

畑
が
舞
台
と
な
っ
た
。
開
発
し

た
の
は
磯
子
区
の
料
珊
研
究
家

・
奥
井
奈
都
美
さ
ん
（
４
２
て

写
真
下
右
。
「
捨
て
ら
れ
て
し
ま

う
応
み
か
ん
。
お
い
し
い
心
に

も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て
い

た
」
。
活
用
の
機
会
が
訪
れ
た
の

は
昨
年
Ｈ
月
。
横
浜
市
の
「
地

産
地
消
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
支
援
嘔

業
」
の
案
内
が
あ
っ
た
。
「
地
産

地
消
な
ら
横
浜
心
み
か
ん
で
な

い
と
」
と
、
た
ど
り
衿
い
た
心

届
か

青
み

い

　Ｓ

イと

つ
ひ
と
つ
に
栄
養
を
行
き

せ
る
た
め
問
引
き
さ
れ
た

か
ん
は
、
商
仙
に
で
き
な

そ
の
た
め
奥
井
さ
ん
心
ア

デ
ィ
ア
を
石
も
し
ろ
い
］

小
山
さ
ん
は
快
諾
。
昨
年
８

月
に
１
８
５
㎏
を
摘
果
し
た
。

絞
っ
た
果
汁
は
ｙ
。
「
味
も
色

も
生
の
冴
み
か
ん
に
近
づ
け
た

い
」
と
試
行
錯
・
誤
を
繰
り
返
し
、

ノ
ン
オ
イ
ル
と
オ
イ
ル
９
．
種

類
が
で
き
あ
が
っ
た
。

　
「
レ
モ
ン
心
よ
う
に
尖
っ
て
な

い
、
爽
や
か
な
若
い
酸
味
を
生

か
し
た
。
ノ
ン
オ
イ
ル
は
ニ
ン

ジ
ン
や
、
生
箭
醤
油
と
合
わ
せ

て
焼
き
ナ
ス
、
豚
し
や
ぶ
や
蒸

し
鶏
に
合
う
」
と
自
信
を
持
つ
。

「
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
ば
か

り
。
今
後
は
小
山
さ
ん
だ
け
で

な
く
柴
心
何
で
価
値
を
高
め
た

い
」
。
小
山
さ
ん
は
「
金
沢
の
プ

ラ
ン
ド
に
な
れ
ば
。
多
く
心
人

に
知
ら
せ
た
い
」
と
願
い
を
こ

め
た
。

広
告
・

記
事

｜

一 一 －

の
お
問

傷厠９賜ａＰ
Ｉ

　
ｅ

ｆ
ｌ

　
ａ

　
Ｃママ萱

０

写真大募集

「
ま
い
ん
ど
」

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
い
そ

ビ
ヨ
で
多
く
心
マ
マ
・
パ
パ
や

お
子
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
こ
い
ま
す
。

　
「
ま
い
ん
ど
」
約
緊
イ
ト

ル
を
、
ひ
ろ
ば
と
授
乳
室
に

置
き
ま
し
た
。
孤
立
、
不
安
、

い
ら
だ
ち
の
中
に
あ
る
と
い

わ
れ
る
マ
マ
た
ち
e
s
晴
ら

し
や
力
に
な
る
も
心
を
、
と

編
ま
れ
た
小
冊
子
で
す
。
「
じ
ょ

う
ず
に
の
り
き
ろ
う
健
診
」

「
楽
し
み
な
が
ら
こ
こ
ろ
阿
て

を
」
「
つ
ら
い
こ
と
は
っ
ら
い
、

と
言
っ
て
い
い
」
な
ど
な
ど
。

気
に
な
る
タ
イ
ト
ル
の
冊
子
を

気
軽
に
手
に
取
つ

さ
い
。

冒一一ZI

て
み
で
く
だ

磯子区地域子育て

支援拠点いそピヨ

　　金井佳僣

子育てに間する相談は[
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１

１

●

　　　入会説明会

洋光台地域ケアプラザ

２月４日吻午前10時半～

伺僑で子育て支援を受けたい人(利

用会員)と子育て摺助を提供したい

人(提供会員)対象の説明会。

(問･申)a045･750･1405(子サポ)

１

●

１

１

友一1まれニュー７エイス

ｌ
ｊ
Ｉ
Ｉ
く

いそヒヨ研修堅

１月２２日脚午前10時半～

区内への転入1年程度の人が集まり､坊城

の情報交換や友達づくりをする｡予約不

要。

　(問)S045･750･1322(いそピヨ)

●
●

　･醵

ト

　j-心
子育てイペン

省

５
０

－
一 一－ －一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一

Ｓ－

一 一 -

四四子育石応援タ

刈

｀､ヽﾉA

い

会
四
わ
せ
は

「
お
墓
の
引
越
し
」
相
談
受
付
中

真
照
寺
「
磯
子
聖
地
」
見
学
も

　
「
高
齢
で
地
方
心
お
墓
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
の
理

由
で
、
住
ま
い
心
近
く
に
お
慕

を
引
越
し
さ
せ
る
人
が
近
年
増

え
て
い
ま
す
」
。
こ
う
話
す
の
は
、

磯
子
区
真
照
寺
「
磯
・
Ｆ
聖
地
」

内
の
愕
渠
石
材
担
当
煮
同

社
に
は
以
近
、
お
墓
の
引
越
し

」
磯
子
区
版
／
ｋ
3
8
9

に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
と
い
う
。

　
引
越
し
を
す
る
場
合
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
手
続
き
が
必
要

と
な
る
。
お
寺
と
の
交
渉
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
専
門
家
に
依
頼

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
同
社
で

は
、
必
要
な
書
類
の
用
意
や
手

－
‐

２
０
１
６
年

勁19~、、

里程鮑泗〕
哨翌〕嘸

（
平
成
2
8
年
）

１

続
き
も
代
わ
り
に
行
っ
て
く
れ

る
た
め
安
心
だ
。

　
「
宗
教
自
由
」
笑
気
エ
リ
万

　
「
磯
子
聖
地
」
は
、
お
墓
情

報
サ
イ
ト
で
県
内
ト
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン
さ
れ
て
い
る
人
気
の
工

リ
ア
。
そ
の
坪
由
の
Ｉ
つ
が
「
宗

教
自
由
」
と
い
う
点
。
「
皆
さ
ん

｜

月
1
4
日
南
号

関
心
が
高
く
、
宗
教
自
由
に
対

す
る
問
い
合
わ
せ
は
す
ご
く
多

い
で
す
」
と
同
社
担
当
者
。
施

設
内
は
高
齢
者
で
も
歩
き
や
す

い
フ
ラ
ッ
ト
な
つ
く
り
も
人
気

の
理
由
だ
。

　
現
在
、
第
３
期
１
０
区
画
を
間

放
し
限
定
販
売
中
。
１
区
画
に

家
族
の
遺
骨
を
納
め
ら
れ
る

「
家
族
墓
」
は
Ｉ
１
８
万
円
～
。

永
代
供
養
草
瓦
万
円
～
。
本

紙
持
参
で
相
談
し
た
人
は
景
品

心
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
。

畢需盛ﾚ
墓』20司｢永峰．翌ヒ|Ｉ

一1加･ａむａ。

　８３･７６７８真栄石材
回国

林式会社

(営業時間10:00～17:00)横浜市磯子区磯子8-1412

　　　http://www.ohaka-shinel.jp

靫こｋ剽

磯
子
区
編
集
室
へ



ぺ-Ｃｇ･亙，
賢タウンニュース尹?5,227,5o5o㈹FAxo45｡227｡5o51曝子区観察･〒231.0o33新市中区長者町2.5.14ｾﾝﾄﾗﾙﾋﾞﾙ2Fh晰/ミ,tミ｡s纏皆々託言ﾌﾟIW

a§｜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－一一‥-一一
－

叫雫鴫1･§笥s

民有地ゆえの課題露呈
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横
浜
市
が
昨
年
１
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
崖
地
現

地
調
含
。
先
の
一
に
月
議
会
で
補
正
予
算
を
組
む
な
ど

調
喪
心
加
速
に
力
を
入
れ
る
。
方
で
、
民
有
地
内
の

立
ち
入
り
拒
否
や
、
Ｌ
地
所
有
者
不
在
の
た
め
中
出

と
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
昨
年
１
０
月
末
ま
で
の
１
０
か
月
間

で
Ｉ
Ｏ
Ｏ
件
に
Ｌ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
市
は
、
２
ｏ
１
４
年
１
０
月
に

発
生
し
た
台
風
呻
づ
の
大
雨
に

よ
る
が
け
崩
れ
被
害
な
ど
を
受

け
、
市
内
２
４
３
１
の
土
砂
災

吉
警
戒
区
域
内
に
存
在
す
る
約

９
８
０
０
か
所
の
が
け
地
の
現

地
調
査
を
現
住
も
行
っ
て
い
る
。

　
説
間
業
者
に
委
託
し
、
岸
他

の
ぶ
確
な
高
さ
や
傾
斜
角
、
湧

水
の
打
無
な
ど
約
習
目
を
チ

ェ
ッ
ク
し
現
状
を
把
握
。
危
険

現
地
調
査
に
臨
む
調
査
員

目||||||||1111闇11111聞|||||||||||問||||||||lmll

が
疑
つ
か
れ
ば
上
地
所
有
者
に

対
策
を
促
す
な
ど
し
て
い
る
。

　
調
査
は
年
間
３
干
か
所
を
め

ど
に
行
い
、
２
０
１
７
年
ま
で

に
は
完
了
す
る
計
画
。
さ
ら
に

調
査
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
先

の
１
２
月
議
会
で
３
１
０
０
万
円

の
補
正
予
算
を
ト
程
し
た
ば
か

り
だ
。

　
全
体
の
３
・
５
％

　
市
が
早
急
な
調
査
体
制
を
整

え
る
。
方
で
、
や
む
を
え
ず
調

肖
が
中
山
と
な
る
状
況
が
露
‥
。
七

し
て
き
た
。
巾
に
よ
る
と
昨
年

１
月
か
ら
１
０
月
末
ま
で
に
実
施

さ
れ
た
２
８
５
０
件
心
調
査
の

う
ち
、
中
ふ
Ｌ
と
な
っ
た
心
は
３

・
５
％
に
あ
た
る
Ｉ
Ｏ
Ｏ
件
。

敷
地
内
へ
の
な
ち
入
り
拒
否

や
、
ｈ
地
所
有
者
不
在
の
た
め

調
査
が
行
え
な
い
と
い
っ
た
ケ

ー
ス
が
目
立
つ
。

　
市
で
は
・
調
査
の
対
象
区
域
に

は
あ
ら
か
じ
め
回
覧
で
知
ら

せ
、
土
地
所
有
者
が
不
在
の
場

合
は
、
日
を
改
め
再
度
訪
問
す

る
な
ど
し
て
い
る
が
、
２
～
３

回
程
度
訪
問
し
て
も
所
打
者
と

会
え
な
い
場
合
は
や
む
を
え
ず

調
査
を
中
止
し
て
い
る
と
い
う
。

避
難
勧
告
に
も
影
響

　
今
回
の
調
査
は
法
律
に
基
づ

き
指
定
さ
れ
て
い
る
土
砂
災
害

警
戒
区
域
内
に
あ
る
庄
地
心
状

態
を
市
が
独
自
に
把
握
し
、
避

難
勧
告
対
象
区
域
の
選
定
の
材

料
に
す
る
意
味
合
い
も
持
つ
。

市
建
築
局
建
築
防
災
諌
で
は

『
調
査
に
強
制
力
は
な
い
が
、
避

難
勧
告
の
優
先
順
位
な
ど
を
決

め
る
材
料
に
も
な
る
大
切
な
調

査
。
Ｌ
地
所
有
者
に
は
ぜ
ひ
協

力
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

る
。

　
調
夜
中

1
1
.
‐
が
生
じ
て
い
る
現

状
を
受
け
、
担
当
課
で
は
不
作

者
宅
を
別
途
訪
問
し
て
調
査
へ

の
協
力
を
訴
え
て
い
る
ほ
か
、

ホ
ス
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
い
個

別
に
対
応
す
る
な
ど
対
策
を
講

じ
始
め
た
。

石
油
工
場
地
帯
の
防
災
学
ぶ

1
9
日
公
会
堂
で
説
明
会

　
磯
7
‐
公
会
堂
諾
々
（
磯
子
３

の
５
の
１
）
で
１
月
１
９
目
㈹
、

神
奈
川
県
安
全
防
附
早
業
保

安
・
課
に
よ
る
「
神
奈
川
県
石
油

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
ア
セ
ス

メ
ン
ト
調
査
結
果
の
説
明
会
」

が
行
わ
れ
る
。

　
根
岸
臨
海
部
が
特
別
防
災
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
磯
ｆ

区
。
こ
の
□
の
説
明
会
で
は
、

県
が
２
０
１
１
年
心
東
日
本
大

震
災
Ｑ
知
Ｑ
を
も
と
に
１
３
年
度

か
ら
の
２
年
間
で
実
施
し
た
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
発

生
ら
可
能
性
の
高
い
地
震
に
よ

る
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
へ
心
被

害
状
況
な
ど
を
推
定
し
た
調
奔

結
唄
に
っ
い
て
説
明
す
る
。
合

わ
せ
て
、
地
震
防
災
対
策
に
っ

い
て
も
紹
介
さ
れ
る
。

　
時
間
は
午
後
７
時
か
ら
９
時

ま
で
。
入
場
無
料
で
区
内
在
往

者
が
対
象
。
事
前
申
し
込
み
不

要
で
、
参
加
希
望
者
は
当
日
直

接
会
場
へ
。

｜

｜

横浜アリーナで成人式

　
説
明
会
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
県
安
全
防
災
局
安
全
防

災
部
ｒ
業
保
安
課
コ
ン
ビ
ナ
ー

年頭所感

橘
浜
忠
成
人
式
「
成
人
言

目
を
祝
う
つ
ど
い
」
が
１
月
１
１

目
、
港
北
区
の
横
浜
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
年
心
新
成
人
は
３
万
５
３

３
１
人
。
午
前
と
午
後
心
２
回

に
分
か
れ
た
式
典
で
は
、
９
人

心
新
成
人
か
ら
な
る
実
行
委
員

会
が
司
会
な
ど
を
務
め
た
。

　
会
場
周
辺
で
は
、
朝
か
ら
色

鮮
や
か
な
振
袖
を
身
に
ま
と
っ

た
女
４
ｙ
９
＝
写
真
Ｉ
ス

ー
ツ
や
袴
姿
の
男
性
た
ち
で
賑

わ
い
、
旧
友
と
心
再
会
を
匯
ぶ

姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　
式
典
に
参
加
し
た
青
葉
区
在

住
心
桑
ｍ
貞
火
さ
ん
は
「
も
っ

と
視
野
を
広
げ
て
い
ろ
ん
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
感
覚
を
身
に

着
け
よ
う
と
思
い
ま
す
」
と
抱

負
を
話
っ
た
。

ト
グ
ル
ー
プ
｀
‘
０
４
５
・
２
１

０
・
３
４
７
９
、
國
０
４
５
・

２
１
０
・
８
８
３
０
へ
。

我が家の

ｱｨ九九乙）
ｙ‾へヽ－／-へ､＿ノ‘

　.‥　　　置5くん･遠藤宝君ちゃん　沙見台

2歯4ヶ月ビションフリーゼ

－　
　
卵
受
認
－

あ
な
た
の
お
名
前
、
住
所
、
電
話
綴
弓
、
ペ
ッ
ト
の
名
前
、
種
類
、
年

齢
、
１
５
文
字
程
度
の
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
（
写

両
の
返
却
は
致
し
ま
せ
ん
）
。
デ
ジ
タ
ル
写
真
の
画
素
数
は
な
る

べ
／
へ
４
０
０
万
画
素
以
上
を
目
安
に
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。

‐
７
２
３
１
－
－
－
０
０
３
３
横
浜
市
中
区
長
者
町
２
の
５
の
１
４
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
２
階

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
磯
子
区
編
集
室
「
ペ
ッ
ト
」
係

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ー
ー
ｓ
ｏ
９
ｏ
＠
ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
・
ｃ
ｏ
’
・
Ｊ
ｐ

　
　
　
　
　
　
　
お
寄
せ
頂
い
た
情
報
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
み
に
使
用
し
ま
可
。

会
議
所
一
丸
で
課
題
に
対
応

横
浜
商
工
会
議
所
会
頭
上
野
　
孝

　
ｙ
成
２
８
年
の
新
春
を
寿
ぎ
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
私
は
昨
年
Ｈ
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
１
５
５
回
臨
時

議
員
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
横
浜
商
工
会
議
所
第
２
５
代
会
頭

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
1
8
年
に
続
き
、
再
度
会
頭
と
し

て
ご
指
名
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
厚
い
ご
信
頼
に
対
し

ま
し
て
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、

全
身
命
雲
を
持
っ
て
地
域
経
済
ひ
い
て
は
我
が
国
経
済
の
振

興
・
発
展
に
尽
力
し
、
会
頭
職
を
全
う
す
る
決
意
を
新
た
に

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

【
新
体
制
に
あ
た
リ
設
定
し
た
三
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
】

　
会
頭
就
任
に
際
し
、
私
は
横
浜
商
工
会
・
一
所
の
運
営
方
針

に
つ
き
ま
し
て
、
三
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
し
、
そ
の
実

現
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
第
一
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
日
々
の
活
動
に
関
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
商
工
会
議
所
の
原
点
で
あ
る
「
公
共
性
」
・
「
鋳

遍
性
」
と
「
社
会
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
Ｅ
」
を
念
頭
に
「
現

f‘

上野孝会頭

状
の
経
済
環
境
・
課
題
を
正
し
く
・
認
識
、
共
有
し
、
直
面
す
る

課
題
へ
の
対
応
を
組
織
と
し
て
速
や
か
に
、
且
つ
的
確
に
行

動
す
る
」
を
会
議
所
の
第
一
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
二
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
将
来
に
向
け
た
活
動
の
運
営
方

針
と
し
、
「
社
会
経
済
環
境
か
大
き
く
変
貌
す
る
中
、
都
市
機

能
整
備
を
推
進
し
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
堅
固
な
経
済
圏
確

立
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
こ
と
を
掲
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
笛
一
。
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
商
工
会
議
所
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
オ
ー
ル
会
議
所
で
、
つ
ま
り
、
会
員
の
負
託
を
受
け
活

動
さ
れ
る
議
員
、
議
員
の
負
託
を
受
け
て
活
動
さ
れ
る
常
議

員
、
会
員
・
議
員
・
常
議
員
の
負
託
を
受
け
て
い
る
会
頭
・

副
会
頭
、
そ
し
て
事
務
局
役
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責

任
を
果
た
し
一
丸
と
な
っ
て
の
運
営
を
実
現
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。
課
題
や
諸
事
業
に
迅
速
、
着
実
に
対
応
す

る
た
め
副
会
頭
を
増
員
し
機
能
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
【
５
つ
の
基
本
課
題
と
1
0
の
政
策
課
題
】

　
こ
の
運
営
方
針
に
関
す
る
Ｆ
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
取
り
組

む
べ
き
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
５
つ
の
基
本
課
題
と
１
０
の
政

策
課
題
（
「
１
０
の
政
笛
課
題
」
は
当
所
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）
に
纏
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず
基
本
課
題
―
は
、
「
会
員
数
の
拡
大
」
に
よ
る
組
織
強

化
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
課
題
に
向
け
た
政
策
課
題

と
し
て
「
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
代
表
性
の
向
上
」

と
「
財
政
基
盤
の
強
化
」
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
課
題
２
は
、
「
発
信
力
の
強
化
」
で
あ
り
ま
す
。
商
工

会
議
所
の
重
要
な
使
命
で
あ
る
行
政
及
び
関
係
機
関
等
へ
の

「
意
見
・
具
申
力
の
強
化
」
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
杢
課
題
３
は
、
「
中
小
企
業
支
援
強
化
」
で
あ
り
ま
す
。

経
営
相
談
業
務
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
従
来
か
ら
の
「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
体
制
に
よ
る
支
援
」
に
加
え
新
た
な
申
小

企
業
支
援
策
の
強
化
か
ら
「
伴
走
型
支
援
」
を
構
築
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
基
本
課
題
４
は
、
「
２
０
２
０
年
を
見
据
え
た
横
浜
削
生
へ

の
取
り
組
み
」
で
あ
り
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
の
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
ド
ー
ム
球
場
や

統
合
型
リ
ソ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
な
ど
都
市
型
大
規
模
集
客
施
設

を
念
頭
に
し
た
都
心
臨
海
部
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
最
後
に
基
本
課
題
５
、
「
組
織
の
活
性
化
」
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
基
本
課
題
と
政
策
課
題
に
取
り
組
む

た
め
に
は
「
執
行
部
・
事
務
局
組
織
の
生
産
性
向
上
」
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
諸
事
業
を
円

滑
に
推
進
す
る
た
め
委
員
会
組
織
を
再
構
築
い
た
し
ま
す
。

　
以
上
、
５
つ
の
基
杢
課
題
と
１
０
の
政
策
課
題
を
掲
げ
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
か
、
具
体
的
な
事
業
展
開
に
は
、
会
員
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
無
く
し
て
成
し
得

ま
せ
ん
。
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
よ
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
要
旨
。
見
出
し
は
本
紙
）

広
告
・
記
事
の
お
問
い
合
わ
せ
は
�
０
４
５
・
２
２
７
・
５
０
５
０
磯
子
区
編
集
室
へ

「
地
域
で
連
携
し
課
題
解
決
を
」

杉
田
で
区
賀
詞
交
換
会

　
磯
子
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
杉
田
）
で
１
月
６
日
、
「
２
０

１
６
年
磯
Ｆ
区
新
年
賀
詞
交
換

会
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た

約
４
０
０
人
が
新
年
を
祝
っ
た
。

　
各
連
合
町
内
会
の
会
長
に
よ

は
あ
い
さ
つ
で
、
地
域
で
の
連

携
強
化
に
ふ
れ
「
行
岐
な
ど
と
‐
‐

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
地
域
課

・
題
心
解
決
に
む
け
取
り
組
ん
で

り
組
織
さ
れ
て
い
る
磯
子
区
曹
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

年
賀
詞
交
換
会
実
行
委
ほ
会
が

主
催
。
自
治
会
役
員
や
学
校
関

係
晋
、
企
業
、
団
体
、
区
内
選

出
議
は
な
ど
が
出
席
し
た
。

　
実
行
喬
‥
兄
。
詰
・
高
田
誠
会
長

　
小
林
正
幸
区
長
は
昨
年
を
振

り
返
り
、
磯
ｒ
ま
つ
り
、
子
育

て
フ
ェ
ス
タ
心
開
催
、
商
店
街

マ
ッ
プ
心
作
成
な
ど
を
あ
げ
、

「
今
年
は
第
３
期
地
域
保
健
福

祉
計
画
が
ス
タ
ー
ー
ト
す
る
。
区

社
協
、
ケ
ア
プ
ラ
ザ
ら
皆
さ
ま

と
と
も
に
地
域
心
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　
ま
た
、
墳
Ｌ
で
は
代
表
者
に

よ
る
鏡
開
き
に
続
き
乾
杯
の
音

頭
が
と
ら
れ
歓
談
に
。
会
場
で

は
、
新
年
の
あ
い
さ
っ
を
す
る

参
加
者
心
姿
が
み
ら
れ
、
に
ぎ

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い

た
、

一
磯
子
区
版
／
ｋ
3
8
9
２
０
１
６
年
（
平
成
2
8
年
）
１
月
1
4
日
南
号

マイナンバーこ

っ

た

－ド了？個人番号カ

ナ月

ンカゝ

ﾉ戈ら　　　」
１逐

一，　　j5j
裕二が
会始　　　一
保ま　　　　　

1
ヽ

　　　　　　　　－

交
付
通
知
発
送
始
ま
る

障
・
税
番
号
）
制
度
で
、
横
浜

巾
は
、
公
的
な
身
分
証
明
沓
に

も
な
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
入
り
個
人

揖
号
カ
ー
ド
心
交
付
通
知
書
発

送
が
、
週
明
け
に
も
本
格
化
す

る
見
通
し
を
示
し
た
。
交
付
通

知
書
が
届
け
ば
、
来
庁
日
を
予

約
し
、
各
区
窓
口
で
の
受
け
取

り
が
可
能
と
な
る
。

　
個
人
揖
弓
カ
ー
ド
は
、
希
望

者
が
無
料
で
取
得
で
き
る
も
心

で
、
市
で
は
２
０
１
７
年
１
月

を
目
標
に
、
住
民
票
と
い
っ
た

書
類
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
活
用

す
る
な
ど
、
独
自
利
用
も
進
め

約
1
0
万
人
分
、
順
次
ス
タ
ー
ト

て
い
る
。
カ
ー
ド
作
成
は
全
国

か
ら
の
申
請
受
付
順
に
、
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

（
Ｊ
一
一
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）
。
力
所
心
み
で

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
通

知
カ
ー
ド
心
・
配
送
が
遅
れ
て
い

た
市
で
は
、
運
用
開
始
時
に
間

に
合
わ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

た
。申

請
数
順
調
に
推
移

１２
力
５
千
枚
が
目
標
と
な
る
。

今
の
と
こ
ろ
順
調
に
来
て
い
る
」

と
す
る
。

　
巾
で
は
現
在
、
児
童
手
当
と

生
活
保
護
で
申
請
書
の
様
式
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
用
に
変
更
す
る

な
ど
、
一
部
で
番
号
心
利
用
が

始
ま
っ
て
い
る
。
市
担
当
者
は

「
＝
ン
ビ
ニ
交
付
な
ど
、
へ
遠
利

便
性
も
に
１
‐
が
る
。
ぜ
ひ
申
請
し

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
る
。

　
巾
に
よ
る
と
、
申
請
数
は
Ｉ
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
問

月
８
日
現
在
で
、
９
万
７
３
０
一
い
合
わ
せ
は
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

Ｏ
件
。
国
の
試
算
を
も
と
に
し

た
目
安
で
は
、
巾
内
で
は
２
年

間
品
万
枚
交
付
を
夕
潮
し
て

お
り
、
「
１
月
か
ら
３
月
ま
で
で

制
度
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ー
Ｏ
Ｉ

２
０
・
０
４
５
・
５
０
５
（
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
、
日
曜
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
。
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Ｉ
磯
子
区
版
／
ｊ
3
8
9
２
０
１
６
年
（
平
成
2
8
年
）
１
月
1
4
日
南
号

｜

｜

横浜市

子
育
て
パ
ー
ト
ナ
ー
全
区
配
置

2
6
日
か
ら
相
談
受
け
付
け

‐
‐
ぶ
箱
真
か
な
１
ち
え
」
で
は
、
一
を
心
か
け
て
い
る
。
一
人
ひ
と

昨
年
２
月
か
ら
モ
デ
ル
嘔
業
を

開
始
し
て
い
る
。
総
合
的
な
窓

口
が
明
確
に
な
り
、
利
用
者
か

一
ら
の
評
価
も
高
い
。
同
支
援
拠

　
点
い
利
用
者
瓦
援
刄
任
ス
タ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
屯
田
附
古
ん
は
、
月
ず
均

一
　
横
浜
市
は
１
月
２
６
日
か
ら
、
一
た
情
報
を
提
示
し
、
円
滑
な
利
一
れ
、
子
育
て
朗
ら
様
々
な
悩
み
一
で
２
０
件
の
相
・
頷
を
受
け
て
い

一
各
区
心
地
域
ｆ
育
て
支
援
拠
点
一
用
へ
っ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
の
一
事
に
っ
い
て
一
緒
に
考
え
、
適
一
る
。
以
前
に
比
べ
親
守
護
や

に
子
育
て
相
談
の
専
任
ス
タ
ッ
ー
柱
だ
。

フ
「
横
浜
ｆ
育
て
パ
ー
ト
ナ
ー
」

を
配
置
し
、
子
育
て
世
代
が
持

よ
ろ
ず
相
談
役

つ
悩
み
全
般
を
受
け
付
け
る
。
・
　
同
事
業
は
、
市
が
待
機
児
童

各
区
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
１
８
人
は
、
解
消
を
目
的
に
全
国
に
先
駆
け

昨
日
１
３
日
か
ら
研
修
で
知
識
習
て
実
施
し
た
［
保
育
・
教
育
コ

得
に
励
ん
で
い
る
。
　
　
　
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
］
を
モ
デ
ル
に

　
「
横
浜
子
育
て
パ
ー
ト
ナ
ー
」
扇
度
化
さ
れ
た
。
区
役
所
に
配

一
切
な
支
援
機
関
を
紹
介
す
る
一
人
間
関
係
の
悩
み
な
ど
、
帽
自

「
よ
ろ
ず
相
談
役
」
的
な
役
割

を
担
う
。

　
さ
ら
に
、
単
な
る
相
談
窓
口

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
民
生

・
児
童
委
員
や
自
治
会
町
内
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
、
地
域
で
子

育
て
支
援
に
関
わ
る
団
体
と
の

に
よ
る
相
談
窓
目
の
開
設
は
、
一
置
さ
れ
る
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
に
も
取
り

国
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
一
ユ
は
、
主
に
就
学
前
児
礒
の
預
組
む
方
針
だ
。

新
制
度
」
を
受
け
て
実
施
さ
れ

る
、
巾
の
利
用
者
瓦
接
心
″
業
。

多
く
の
ｒ
育
て
支
援
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
中
で
、
相
談
昔
に
あ
っ

今
年
度
の
ス
カ
ー
フ
大
使

　横浜市

新庁舎整備

け
先
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
っ

て
い
る
心
に
対
し
、
子
育
て
パ

窓
口
明
確
に

Ｉ
ト
ナ
ー
は
、
子
育
て
庶
代
が
Ｉ
　
全
巾
的
な
剌
業
開
始
を
前

身
心
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
内
・
一
行
が

多
い
傾
向
に
あ
る
と
い
う
．
二
悩

り
に
適
切
な
情
報
を
提
供
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
支
援
窓
口
を
紹

一
族
も
可
能
。
利
川
は
無
料
で
、

各
支
援
拠
点
の
開
館
日
・
開
館

時
間
内
で
受
け
付
け
る
。

介
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
一
　
こ
ど
も
青
少
年
局
子
育
て
支

　
各
地
域
了
育
て
支
援
拠
点
の

専
任
ス
タ
ッ
フ
１
８
人
は
、
１
３
目

に
研
修
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
、

相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
る
ま
で

の
約
２
週
間
で
、
ｆ
育
て
に
関

す
る
幅
広
い
知
識
を
習
得
す

る
。
個
別
相
談
は
１
月
昔
に

開
始
さ
れ
る
。
常
詰
や
個
室
、

恋
背
景
専
聞
き
宕
こ
と
子
ど
む
を
遊
ば
若
な
昌
相

|
|
|
|
l
l
‐
1
1
1
1
1
1
＼

援
課
心
斎
藤
哀
哭
奈
課
長
は

「
地
域
と
と
も
に
ｆ
育
て
家
庭

杉
田
在
住
・
近
藤
さ
ん

球
児
乗
せ
、
走
り
続
け
た
4
0
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
高
元
バ
ス
運
転
手
と
し
て

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援
を
Ｉ
　
半
世
紀
に
わ
た
り
横
浜
高
校

進
め
て
い
く
」
と
地
域
と
窪
一
野
球
部
を
率
い
、
昨
夏
勇
退
し

携
を
強
調
し
、
一
今
後
は
月
１

回
の
担
当
者
会
議
で
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

るプ
　゜に

　　努
　　め
　　て

　　い
　　く
　　＝

　　と
　　し
　　て
　　い

ホ
テ
ル
で
学
ぶ
「
快
適
リ
フ
ォ
ー
ム
術
」

１
月
一
一
一
一
日
　
プ
ロ
が
教
え
る
戸
建
て
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生

　
住
宅
京
ゐ
パ
イ
オ
ニ
ア
、

住
友
不
動
・
涯
㈱
の
一
新
築
そ
っ

集
ま
る
支
援
拠
点
に
配
置
亘
に
、
神
奈
川
区
の
地
域
ｒ
育
て
Ｉ
く
り
さ
ん
」
．
同
社
の
人
気
企

「
カ
ー
ル
ト
ン
」
で
開
催
さ
れ
る
。
一
て
か
ら
、
制
約
が
多
い
マ
ン
シ

予
約
制
。
参
加
は
、
ケ
ー
キ
と

お
茶
伺
き
で
１
人
５
０
０
円
（
税

－
・
・
・
・
・
・
－
・
Ｉ
・
・
・
：
ｌ
ｌ
：
ｉ
至
！
Ξ
ふ
ご
誓
昆
ご
ｔ
リ
フ
ォ
ー
ム
術
．
’
込
）
、

横
浜
ス
カ
ー
フ
大
使
募
集

魅
力
を
県
内
外
に
Ｐ
Ｒ

　
横
浜
繊
維
振
認
。
ふ
横
浜
の

伝
統
工
芸
、
横
浜
ス
カ
ー
フ
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
横
浜
ス
カ

ー
フ
親
善
大
使
」
の
５
代
目
を

募
集
し
て
い
る
。

竹
中
・
西
松
Ｊ
Ｖ
と
契
約
へ

一
般
入
札
6
7
9
億
円
で
落
札

期
間
は
来
年
４
月
１
日
か
ら

岫
孚
１
が
、
１
月
習
�
に
、

ヨ
コ
ハ
マ
グ
ラ
ン
ド
イ
ン
タ
ー

ｙ
ル
習

一 一

の
１
年
叩
資
格
は
満
１
８
歳
以
一

1
.
｡
の
反
性
で
、
募
集
は
若
Ｆ
名
。
’

応
鯵
は
巾
販
心
履
歴
書
に
基
本

情
報
や
応
募
動
機
、
自
己
Ｐ
乃

一
等
を
記
入
し
、
過
去
３
ヵ
月
以

内
に
撮
影
し
た
カ
ラ
ー
写
真
一

（
全
身
・
上
牛
身
で
各
１
枚
ず
つ
）

を
同
封
し
て
、
〒
２
３
２
－
Ｏ

０
６
１
横
浜
巾
南
区
大
岡
３
心

２３
の
２
小
原
方
横
浜
繊
維
振
興

２
０
２
０
年
の
完
成
を
Ｆ
定
一
提
案
さ
れ
た
新
市
庁
舎
は
、
地
一
会
服
務
局
ま
で
郵
送
。
締
切
１

・
し
て
い
る
横
浜
市
新
市
庁
舎
の

一
一
般
競
争
入
札
で
、
竹
中
・
西

‐‐
松
建
設
共
同
企
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）

上
３
１
階
地
ド
２
階
、
延
床
面
積

約
１
４
万
�
。
免
震
構
造
と
割
振

構
造
を
組
み
合
わ
せ
た
構
造
計

1
1
西
区
＝
か
こ
の
ほ
ど
落
札
者
一
画
な
ど
で
高
層
部
心
揺
れ
を
抑

に
決
定
し
た
。
契
約
金
額
は
約
制
。
ま
た
、
断
熱
性
能
の
高
い

６
７
９
億
３
２
０
０
万
円
（
税
外
装
で
空
調
負
荷
を
低
減
す
る

込
）
。
巾
は
、
２
０
１
６
年
２
月
な
ど
し
て
、
市
が
発
註
仕
様
書

の
市
会
定
例
会
に
契
約
締
結
議
で
求
め
る
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
削

一
案
を
提
出
し
、
可
決
後
本
契
約

一
を
結
ぶ
見
込
み
。

耐
震
・
環
境
技
術
を
Ｗ
価

月
３
１
口
必
着
。
七
［
類
選
考
心
卜
、

２
肌
冒
午
後
面
接
審
査
（
別

途
連
絡
）
。
入
賞
者
に
は
横
浜

一
減
価
よ
り
も
１
０
％
高
い
智
の
‐
‐
　
海
洋
資
源
に
着
目
し
脱
温
暖

一
削
減
を
可
能
と
し
た
・
　
　
化
を
め
ざ
す
「
で
回
ブ
牛

　
新
市
庁
舎
の
整
備
費
は
約
７

４
９
億
円
。
こ
の
う
ち
低
別
邸

　
入
札
に
は
、
竹
中
・
西
松
建
一
内
装
専
ぶ
費
約
習
円
を
除

・
設
Ｊ
Ｖ
の
ほ
か
、
大
成
建
設
㈱
、
・
く
、
７
１
８
億
９
５
６
０
万
円

1人500円(ｹｰｷ&お茶付き)

　時間

ス
カ
ー
フ
が
贈
ら
れ
西

ョ
ン
の
リ
フ
ォ
ー
ム
ま
で
、
初

め
て
の
人
に
も
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
く
れ
る
二
建
て
替
え

　
当
日
は
、
経
験
豊
富
な
建
築
一
で
悩
ん
で
い
る
」
一
使
い
づ
ら
い

七
が
「
快
適
リ
フ
ォ
ー
ム
」
の
間
取
り
を
変
更
し
た
い
」
「
収

実
例
を
た
っ
ぷ
り
紹
介
。
戸
建
納
を
増
や
し
た
い
」
「
キ
ッ
チ
ン

　　　　　　内容

戸建てリフォームセミナー

マンションリフォームのポイントセミナー

戸建てリフォームセミナー

夢のあるマンションリフォームセミナー

ｍ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

参加予約･問合せ

Ｆ･７●Ｓ●・ｙ血ｙ¶ lzf● rl ｒＷＸ冒7yJ・- E・－㎜

一回　--

］
や
浴
室
の
位
置
を
変
え
た
い
」

な
ど
と
考
え
て
い
る
人
は
、
解

決
す
る
ヒ
ン
ト
が
見
つ
け
ら
れ

る
は
ず
。
中
占
物
件
を
購
入
予

定
心
人
も
必
見
だ
。

　
セ
ミ
ナ
ー
終
ｆ
後
に
は
、
無

料
の
個
別
相
読
会
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。
図
面
を
持
参
す
れ
ば
、

間
取
り
変
更
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
、
プ
ロ
心
視
点
で
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
る
。
参
加
予
約
一

問
台
せ
は
、
Ｉ
Ｏ
１
２
０
・
５

０
５
・
４
７
０
．

た
渡
辺
元
智
的
監
督
（
７
１
）
。

同
じ
７
月
２
８
目
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
去
っ
た
人
が
い
る
。
４
０
年
間
、

同
部
９
ハ
ス
運
転
手
を
務
め
た

近
藤
隆
哉
さ
ん
（
７
４
ご
杉
田

在
住
＝
だ
。

　
「
実
は
前
年
に
バ
ス
の
鍵
を

返
し
て
い
た
≒
選
手
の
命
を
預

か
る
什
嘔
ゆ
え
、
年
齢
が
気
が

か
り
だ
っ
た
。
だ
が
、
翌
年
５

月
に
渡
辺
前
監
督
が
引
退
を
表

明
。
最
後
を
と
も
に
す
べ
く
「
疸

ま
で
手
伝
わ
せ
て
ほ
し
い
」
と

舞
い
。
戻
っ
た
。

　
春
で
嘸
秋
－
神
奈
川
県

大
会
や
関
東
入
会
に
向
か
う
選
一
ら
離
れ
な
い
」

手
を
乗
苔
バ
ス
を
走
ら
せ
た
二

「
乗
る
時
は
お
願
い
し
ま
す
、
降

り
る
時
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
と
、
挨
拶
し
て
く
れ
る
」

「
好
き
」
が
原
動
力

　
「
家
か
ら
顔
を
出
せ
ば
、
横

浜
高
校
の
教
室
が
腿
え
た
｀
・
と

と
嬉
し
そ
う
に
笑
う
。
勝
っ
た
懐
占
す
る
４
０
年
前
の
当
時
、

日
も
負
け
た
目
も
誰
ひ
と
り
、
校
舎
脇
に
あ
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

欠
か
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
　
・
で
練
習
試
合
も
よ
く
Ｑ
た
。
「
野

　
だ
が
あ
と
一
歩
で
甲
子
園
を

逃
し
た
、
昨
夏
の
決
勝
後
だ
け

は
違
っ
た
。
「
長
い
間
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
」
。
悔
し
さ
の
な
か
、

そ
う
・
。
。
一
‥
い
降
り
て
い
く
。
「
涙
が

　
こ
の
先
も
野
球
部
と

　
帑
故
無
違
反
、
架
は
そ

の
一
言
に
尽
き
る
。
「
遠
征
の
前

日
は
什
事
を
休
み
、
夜
８
時
に

寝
て
い
た
」
。
渡
辺
前
監
督
は
‐
‐
‐

「
本
当
の
裏
方
で
助
け
て
く
れ
‐
‐

た
人
は
そ
う
多
く
な
い
．
感
謝
、

感
謝
」
と
．
．
．
輦
を
尽
く
す
．
同

乗
ヒ
な
い
分
、
バ
入
移
剪
時
一

問
は
選
手
を
託
し
て
き
た
。
熱

く
な
る
せ
い
か
「
今
目
は
す
っ

飛
ば
す
な
ぁ
と
い
う
目
も
あ
フ

た
」
と
冗
談
を
と
ば
す
。
「
で
も

球
は
好
き
よ
り
大
好
き
」
。
タ
ー
困
る
よ
と
、
遠
慮
な
く
言
え
る

ク
シ
ー
運
転
手
と
し
て
働
く

申
、
同
校
か
ら
声
が
か
か
っ
た
。

「
運
転
手
な
ら
ど
こ
に
行
く
の

も
選
手
と
一
緒
。
野
球
も
運
転

で
て
き
ち
や
っ
た
よ
≒
渡
辺
前
兄
好
き
だ
か
ら
で
き
た
こ
と
」
。

監
督
を
は
じ
め
、
指
導
師
が
築
一
件
咀
の
傍
ら
で
続
け
て
き
た
。

き
あ
げ
た
賜
物
だ
と
繰
り
返
一

す
。
「
今
も
元
気
な
声
が
耳
か
Ｉ

近
藤
さ
ん
＝
写
真
右
＝
に
握
手
を
求
め
る
渡
辺
前
監
督

仲
」
。
遠
征
先
四
宿
舎
で
は
枕

を
並
べ
る
こ
と
も
。
票
四
時

を
と
も
に
歩
み
、
関
係
が
築
か

れ
て
き
た
。
「
夜
遅
く
ま
で
小
倉

（
清
一
郎
）
さ
ん
と
二
人
、
選
手

を
思
っ
て
話
す
姿
も
見
て
き
た
」

　
バ
ス
心
中
ａ
選
£
心
模
様
て
近
藤
え
。
野
球
認
魅
力

応
あ
だ
。
一
勝
っ
た
日
は
い
Ｉ
腿
諮
り
つ
く
せ
な
い
。

一
つ
も
学
校
ま
で
に
ぎ
や
か
．
負

．
け
れ
ば
ま
ず
泣
い
て
い
る
」
．
責

　
任
を
感
じ
て
落
ち
込
む
投
手

　
や
、
必
死
の
プ
レ
ー
で
負
傷
し

　
た
遊
ｒ
－
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
し

　
て
も
ら
え
≒
し
っ
か
り
ケ
ア
し

　
ろ
声
と
、
．
．
．
‥
妃
少
な
だ
が
声

　
を
か
け
て
き
契
愛
甲
猛
選
手

　
ら
が
活
躍
し
た
時
代
は
月
に
数

　
回
、
選
手
を
良
嘔
に
っ
れ
て
い

　
く
こ
と
も
あ
っ
た
．
「
山
梨
県
の

　
坂
道
で
エ
ン
ス
ト
し
て
、
遊
廓

皆
で
押
し
た
」
と
懐
か
し
む
。
「
そ

の
ま
ま
向
こ
う
ま
で
走
っ
て
い

け
と
。
。
。
‥
っ
た
な
あ
」
。
優
し
さ
と

厳
し
さ
で
選
手
と
向
き
合
っ
て

き
た
。

　
甲
子
園
出
場
が
決
ま
れ
ば

「
行
か
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
」
。

プ
ロ
の
夢
を
掴
ん
だ
選
手
を
球

場
や
キ
ャ
ン
プ
地
に
駆
け
付
け

応
援
す
る
な
ど
、
そ
の
後
の
活

躍
も
追
い
か
け
る
。
最
近
は
、

卒
業
生
の
息
ｊ
を
現
役
選
手
と

し
て
乗
せ
る
こ
と
も
。
「
２
代
で

乗
せ
て
も
ら
い
ま
す
、
と
来
て
’

く
れ
た
Ｏ
Ｂ
も
い
た
」

　
最
近
生
ま
れ
た
ひ
孫
は
男
の

・
ｒ
。
己
年
後
に
よ
ろ
し
く
」
と

ず
田
徹
現
監
督
に
願
い
出
た
ば

か
り
。
「
３
月
か
ら
は
練
習
試
合

が
始
ま
る
ね
」
。
バ
ス
を
降
り
た

こ
れ
か
ら
も
、
野
球
部
を
そ
ば

で
見
つ
め
る
。

－ 一 一

インフォメーション同恥££
＊磯子図書館ﾌﾟｯｸｻﾛﾝ１月22日圈午前10時～

『チェルノプイリの祈り』

(スベトラーナ･アレクシェービッチ／岩波現代文庫)

＊定例おはなし会１月２７日脚午後３時半～

一″1!ml'jJm?

一磯子図●館今月の情報－

Ｓ

－

“゛功労者を　、･1月９日に行われたaj初式では､防災活動など1ﾆ功鐘のある個人やI Ili｀　　　　表彰団体の表魁が行われた表ｌを曼けた人は次の通り(敬称鴫頬不問)。

珊製Z顧芦=弓'

｢ゆき｣

　　　　　　　　　　　　　一巻で始まった今年の巻ですが､雪は降るでしょうか。
夥T肩ぬｊ混誌票繁惜?一票ご

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

優良消防団員等表彰

【横浜市長表彰】佐藤廣志､小島誠､岡田恭一､酒巻裕二、

寥勤続表彰

S川県知事･横浜市長表彰】(永年勤続20年消防団員)

t美春､池谷五郎､満満津－､佐伯博章､内苑英昭、ｌ黒川昇､横田武彦､永田次郎

己美幸雄､黒川昇､和田康　　　　　　　　｜【横浜市消防局長表彰】村瀬－､鴻鵠淳一､石原美樹、

li市長表彰】(永年勤続30年消防団員)北見輝義､藤井毅｜金子政紀､木村隆男､永瀬俊明､福沢仁

【磯子消防団長表彰】岡本隆幸､木村仁､須藤佐和子､矢島誓子、

高橋正行､鈴木次郎､南濤三和子(家族に対する表彰)酒巻美穂、

i市消防局長･磯子消防団長表彰】(永年勣続10年消防団員)

1昌浩､神潭英美､金谷貞憲､山田浩史､平野勇人

一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－
ウェーデン生まれの絵本作東､エルサ･ベスコフの｢冒のおしろへいっ｜菅野令子､五十嵐美代子､加藤和夫､川原美恵､小ケロ理恵

殴消防功労者表彰
･一一一一一一一一－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－たウッレ』(徨間●店２０１４)｡主人公のウッレが6歳の謳生日にス

･-一一一－－－－－一一－－－－一一一－－一一一一－－－－－－－－－－字一をもらい雪の森へ出かけると､真っ白に鱒く｢�じいさん｣と出会

･一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－い冬王橿の域へ連れて行ってもらいます｡城で●く子どもたちとス

｜

一 一

・一一一一一一一一一一－－一一一一一一一一一－一一一一一一一－
字一やスケート､雪合糎で居いっきり遊び､憲に摺る物語です、

防局長表彰】渡部近司､三共技研工業㈱､磯子地区連合町内会

防署長表彰】ﾛｰｿﾝ横浜岡村7丁目店､諏訪四三男､岡村女性消火隊､湾頭岩瀬自治会､岡村西部第三自治会､裸馬町内会､森町内会、

南部自治会､峰町内会､洋光台北団地―街区自治会､根岸地域ｹｱﾌﾟﾗ吠公益社団法入神示川県立汐見台病院､神奈川県立氷取沢高校

庭防災員)岩崎八千代､河合千恵､臼見元恵､清水一義､土田利明､小野晴子､東田教子､田辺満喜男､木下佐智子

一 一

習

■㎜－

せ
は
刺
務
局
（
小
原
）
四
〇
８

〇
・
１
２
７
３
・
７
８
０
４
．

海
洋
資
源
の
可
能
性
探
る

１
月
2
7
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

パ
ラ
ダ
イ
ス
の
島
内
で
海
心
資

源
を
利
用
し
た
温
暖
化
対
策
心

カ
ー
ボ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ソ
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
．

ｎ
横
浜
」
が
１
月
晋
、
横
燈
　
講
演
に
は
㈱
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ

情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
目
中
区
口
Ｙ
ブ
ラ
イ
ズ
の
ブ
ロ
デ
ュ
ー
サ

本
人
通
Ｈ
＝
で
問
催
さ
れ
る
。
Ｙ
と
し
て
活
躍
す
る
井
卜
恭
介

茜四

一 一

－ 一

一一

一

一 一

一 　 一 一 一
一 一

一 一

一 一 一 一 一

- 一 一 一

一

一

一

一 一 -
J 一 － －

一 一 一 一 一 一 一 一

一

ｔ
－

‐
‐
‐

年の安全誓う
れる演技に拍手

　
新
春
の
磯
子
心
風
物
詩
と
な

っ
て
い
る
消
防
出
初
式
が
１
月

９
日
、
杉
ｍ
臨
海
緑
地
ｆ
定
地

で
開
催
さ
れ
た
。

　
第
。
部
で
は
、
防
災
活
動
な

ど
に
功
績
の
あ
る
個
人
や
団
体

諮
表
彰
を
実
施
。
続
く
第
一
。

部
で
は
、
区
内
の
安
貨
・
安
心

を
守
る
消
防
忠
男
分
列
行
進

や
市
消
防
旨
楽
隊
に
よ
る
演
奏

が
行
わ
れ
た
。
消
防
総
合
演
技

に
は
消
防
署
や
消
防
団
、
自
衛

消
防
隊
や
岡
村
女
性
消
火
隊
が

出
演
。
地
震
で
漬
れ
た
家
厘
か

外
貨
両
替
機
が
中
華
街
に
’

　
　
　
　
　
　
８
通
貨
に
対
応
一

　
横
浜
中
華
街
の
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
「
Ｃ
ｈ
・
―

ｎ
ａ
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ

聡
口
内
に
．

　｀８０
８に

＝
中
区
由

種
類
の
外

応
し
た
両
替
機
が
い
に
月

末
に
設
置
さ
れ
た
。

　
両
替
で
き
る
通
貨
は
、
米
ド

ル
・
ユ
ー
ロ
・
イ
ギ
リ
ス
ポ
ン

ド
・
中
国
元
・
台
湾
ド
ル
・
香

し
、
円
に
両
替
で
き
る
（
１
回

に
つ
き
1
0
万
円
分
ま
で
、
紙
幣

の
み
の
対
応
）
。

　
同
セ
ン
タ
ー
を
運
常
す
る
横

浜
中
華
街
発
展
会
協
同
組
合

が
、
増
加
す
る
訪
日
観
光
宮
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
ト
を
目
的
に
設

け
た
も
の
で
、
平
目
は
午
前
１
０

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
金
昭



一 一

呻
ノ
半
糸
お
フ
『
灸
一
。
・
‘
ｎ
陸

島
建
設
㈱
の
５
者
が
参
加
。

嘔｜

業
者
心
技
術
力
と
入
札
金
額
双

方
を
総
合
的
に
評
価
し
た
「
評

価
値
」
を
算
出
し
、
選
考
し
た
。

　
竹
中
・
西
松
建
設
Ｊ
Ｖ
か
ら

Ｊ
４
一
［
］
ジ
入
看
牟
～
ｔ
ｙ
―
し
４
／
Ｊ
ム

入
札
価
格
は
約
６
７
９
億
円
と

な
っ
た
。

　
本
体
工
事
は
１
７
年
夏
ご
ろ
か

ら
着
ど
２
０
年
９
学
業

定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
~
~
‐

　
　
　
　
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

『
作
づ
匹

生
総
合
戦
略
』
の
策
定

一
県
神
奈
川
県
議
会
議
員
　
あ
ら
い
絹
世

皿
冲
奈
川
県
で
は
昨
年
ま
と
め
域
が
混
在
し
て
お
り
ー
呆
の

一
ら
れ
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
第
縮
図
と
も
い
え
ま
す
。
ま
た
、

２
期
実
施
計
画
心
も
と
、
「
健
高
齢
化
も
全
国
で
Ｉ
、
２
を
争

康
寿
命
心
延
仲
や
医
療
・
介
護
う
勢
ぃ
で
進
ん
で
お
り
、
人
目

体
制
の
整
備
」
｛
成
長
産
業
創
減
少
と
超
高
齢
社
会
を
力
強
く

出
｝
「
観
光
振
興
」
な
ど
が
推
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
、
２
０

進
さ
れ
て
ぃ
ま
す
が
、
本
県
心
１
５
年
度
か
ら
５
年
間
を
対
象

総
人
口
は
２
０
１
８
年
を
ピ
ー
と
し
た
「
神
奈
川
県
ま
ち
・
ひ

ク
に
そ
の
後
減
少
す
る
こ
と
が
と
・
し
ご
と
削
生
総
合
戦
略
」

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
　
　
を
こ
の
３
月
に
策
定
し
ま
す
。

　
特
に
県
内
に
は
入
口
の
増
加
　
こ
心
戦
略
で
は
、
若
い
世
代

が
見
込
ま
れ
る
地
域
と
、
既
に
心
結
婚
・
出
産
・
ｆ
育
て
の
希

人
目
減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
地
望
を
か
な
え
る
と
と
も
に
、
活

Ｉ
。
｀
　
　
　
　
　
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　
二
心
進
め
、
神
奈
川
へ
心
新
し
い
人

　
　
　
　
　
一
　
　
い
の
流
れ
を
つ
く
る
事
を
目
標
と

C

!
1

≒
ぃ
孚
。
こ
・
涅
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
に
よ
る
。
山
一
的
な
瓦
援
で
は

一
１
む
あ
。
り
む
Γ

　
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
は
、
海
洋

生
物
に
よ
っ
て
吸
収
・
補
足
さ

れ
る
炭
素
。
海
を
多
く
有
す
る

横
浜
市
は
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に

着
目
し
、
横
浜
・
八
景
島
シ
ー

～
～
～
～
ｇ
ｃ
ｇ
ｃ
ｇ
ｃ
ｇ
ｃ
ｇ
ｃ
ｇ
ｃ
４
ｃ
Ｉ
ｃ
４
－
４
ｃ
４
－
４
Ｉ
ｃ
Ｉ
ｃ
く
ｃ
く
ｃ
く
ｃ
Ｉ
ｊ

な
く
、
各
地
域
心
実
態
に
合
っ

た
施
策
を
支
援
す
る
も
の
で
す

の
で
、
こ
れ
ら
が
実
際
に
地
域

心
実
情
に
合
い
効
果
的
に
行
わ
Ｉ

れ
る
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
や
捉
一
。
一
ぃ
を
一

行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。
　
一

　
ま
た
、
７
月
に
は
参
院
選
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
選
挙
か

ら
選
挙
権
年
齢
が
１
８
歳
以
上
に

引
き
ド
げ
ら
れ
ま
す
。
幅
広
い

世
代
に
政
治
へ
の
関
心
を
持
っ

て
貰
う
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

｜【あらい絹世プロフィール】

Ｅ●沼和43年3月8日橋浜市磯子区生まれ

Ｅ●桶浜雙葉小･中/高等学校卒業

ｉ●明治学院大学社会学部社会福祉学科卒業

；●日商岩#lt/株ﾒﾀIﾚﾜﾝ

１●神奈川県議会議員●県民企業常任委員会委員

E●F妓･吃尨権唄I』部会副翻長●随頚鮭』銘

｜あらい網世゜o45(751)5250

1　　　　國045(761)7451

1　事務所　www.araikinuyo.jp/

四皿

一
司
‘
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
目
い
‥
い
リ

減
災
行
動
広
め
た
い

Ｌ

　
○
・
：
発
災
時
に
地
域
防
災
拠
拠
点
で
行
わ
れ
る
訓
練
で
は
、

点
に
備
蓄
さ
れ
て
い
る
防
災
資
地
域
住
民
に
レ
ス
キ
ュ
ー
ジ
ャ

機
材
を
使
い
救
助
作
業
に
あ
た
ッ
キ
や
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の
取

る
「
横
浜
防
災
ラ
イ
セ
ン
ス
・
り
扱
い
方
法
を
啓
発
し
て
い

磯
子
」
の
会
長
。
今
月
か
ら
各
く
。
「
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か

わ
か
ら
な
い
。
目
。
頃
か
ら
意
識

を
高
く
持
つ
こ
と
で
、
発
災
時

心
機
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
、
防
災
訓
練

へ
心
参
・
加
を
呼
び
か
け
る
。

人
物
風
土
記■く池

●横浜防災ライセンス・磯了･の会長として

　防災資機材の取り扱い方法の啓発を図る

　　題字は

昧文ｆ横浜巾長
小林四郎ａ

77歳岡村在住
- 一 -

疋
／
」
一
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
/
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
Ｑ

普
及
に
尽
力
す
る
㈱
金
沢
臨
海

サ
ー
ビ
ス
の
座
間
占
成
さ
ん
、

ヨ
ッ
ト
歴
５
０
年
で
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ａ
ク

ル
ー
ザ
ー
ス
ク
ー
ル
の
岡
田
豪

三
さ
ん
が
登
壇
。
横
浜
の
持
つ

吋
能
代
を
探
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
る
。

　
時
間
は
午
後
１
時
半
か
ら
５

時
半
。
参
加
無
料
。
申
込
み
は

温
暖
化
対
策
統
括
木
部
｀
Ｉ
０
４

５
・
６
７
１
・
４
１
０
９
．

落語会の

　観覧者募集

滝頭コミハで２月７日

　
滝
頭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

（
湾
頭
２
昌
晶
）
で
は
２
月

７
日
向
に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

「
た
き
が
し
ら
落
語
会
」
の
観

覧
者
を
募
集
し
て
い
る
。

　
同
施
設
で
定
期
的
に
開
催
さ

れ
て
い
る
落
語
会
。
今
回
も
「
ａ

　
Ｔ
・
余
沢
区
出
身
で
結
婚
を

機
に
磯
ｊ
へ
。
義
兄
心
勧
め
で

た３０

楽
と
落
語
の
宅
配
便
」
で
お
馴

染
み
心
演
乃
志
隆
さ
ん
と
立
川

志
ら
く
。
門
の
落
語
家
が
出
演

し
、
会
場
を
沸
か
せ
る
。
担
当

者
は
「
落
語
心
好
き
な
方
や
落

語
を
聞
い
た
こ
と
心
な
い
方
も
、

ぜ
ひ
生
の
落
語
を
た
っ
ぷ
り
楽

し
み
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
来

場
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
時
間
は
午
後
２
時
か
ら
３
時

背
ま
で
（
午
後
１
時
習
開

場
）
。
参
加
費
３
０
０
円
。
キ
ャ

ン
セ
ル
時
９
返
金
は
原
則
不

可
。
先
着
哭
。
申
し
込
み
は

同
施
設
四
〇
４
５
・
７
６
１
・

７
９
２
８
へ
。

ミ
リ
く
ら
い
の
板
だ
っ
た
ら
割

れ
る
か
な
」
と
笑
顔
で
話
す
。

歳
を
的
に
消
防
団
に
入
団
し
１
０
年
前
か
ら
切
り
絵
に
も
挑
戦

こ
と
が
防
災
に
関
わ
る
き
っ
し
「
細
か
い
作
業
を
す
る
こ
と

か
け
に
。
専
門
的
な
知
識
を
得
で
心
が
落
ち
着
く
」
と
、
こ
れ

た
い
と
、
消
防
設
備
上
の
資
格
ま
で
に
作
っ
た
作
‥
皿
は
４
０
０

を
所
得
。
火
災
報
知
詔
や
ス
ブ
以
Ｌ
。
地
区
セ
ン
タ
ー
で
作
品

リ
ン
ク
ラ
ー
９
設
置
な
ど
防
災
展
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

機
器
を
扱
う
会
社
を
岡
村
に
設
最
近
で
は
市
民
吹
奏
楽
団
に
所

立
し
た
。
防
災
活
動
心
中
で
忘
属
し
ケ
ア
プ
ラ
ザ
な
ど
で
ク
ラ

れ
ら
れ
な
い
出
来
ぷ
約
２
０
年
リ
ネ
ッ
ト
を
演
奏
。
地
域
活
動

的
の
阪
神
淡
路
大
。
震
災
。
「
被
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

災
地
で
は
特
に
ト
イ
レ
に
困
っ
　
○
・
：
２
０
０
６
年
に
防
災
ラ

て
い
る
人
が
多
か
っ
た
」
。
知
識
イ
セ
ン
ス
の
資
格
を
取
り
、
１
２

や
経
験
を
横
浜
の
防
災
に
活
か
年
に
取
扱
指
導
員
と
な
っ
た
。

そ
う
と
、
２
０
０
７
年
・
設
逞
の
「
資
格
所
得
者
を
増
や
し
た
い
」

「
横
浜
防
災
ラ
イ
セ
ン
ス
・
磯
子
」
と
今
後
に
目
を
む
け
る
。
一
昨

の
な
ち
上
げ
に
関
わ
っ
た
。
　
年
か
ら
根
岸
中
の
生
徒
に
授
業

　
○
・
：
「
趣
味
が
多
い
ん
で
す
を
行
い
、
資
機
材
使
用
方
法
の

よ
」
。
中
学
、
高
校
で
は
吹
奏
啓
発
も
行
う
、
二
人
で
も
多
く

楽
節
に
所
属
し
な
が
ら
、
察
手
の
人
が
救
助
・
生
活
資
機
材
を

を
習
う
な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
Ｉ
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
減

面
を
み
せ
る
。
習
で
ニ
段
を
災
に
っ
な
が
る
」
と
の
思
い
か

取
り
、
現
在
も
時
間
が
あ
る
時
ら
、
こ
れ
か
ら
も
磯
子
の
防
災

は
道
場
で
梢
占
に
勤
し
み
「
５
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

出初式でー
臨場感l

「
よ
さ
こ
い
」
祭
り
を
神
奈
川
で

参
加
チ
ー
ム
を
募
集
中

　
関
東
最
大
の
よ
さ
こ
い
祭
り

を
神
奈
川
了
。
３
月
皆
川
、

回
向
の
２
日
間
、
県
庁
舎
前

心
日
本
人
通
り
で
総
勢
１
２
０

で
Ｉ
ム
が
参
加
す
る
「
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
よ
さ
こ
い
ｗ
・
ｌ
ｔ

ｈ
龍
馬
」
が
初
開
催
さ
れ
る
。

ト
催
は
同
実
行
委
員
会
ご
ハ
催

に
全
国
龍
馬
社
中
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
。
神
奈
川
県
、
高
知
県
、
高

県
庁
舎
前
が
主
会
場

゛
‐
‐
｀
Ｗ
・
゛
‐
‐
‐
Ｗ
・
゛
‐
‐
‐
・コンサート

知
串
な
ど
後
援
。

　
当
日
は
午
的
Ｈ
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
、
日
本
大
通
り
が
流

し
形
式
の
演
舞
場
に
。
総
踊
り

で
は
、
米
米
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
Ｂ
Ｏ

Ｎ
さ
ん
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
金
ｆ
さ

ん
が
楽
曲
を
、
ダ
ン
サ
ー
の
「
Ｓ

Ｕ
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｕ
Ｅ
」
が

振
付
を
特
別
協
力
に
よ
り
相
当

す
る
と
い
う
。

　
現
在
参
加
チ
ー
ム
を
募
集

中
。
イ
ベ
ン
ト
詳
細
や
募
集
要

。
・
項
な
ど
は
、
公
式
サ
イ
ト
（
h
t
t
p
:

/
/
k
a
n
a
g
a
w
a
y
o
s
a
l
o
i
.
c
o
m
）

を
参

・
照
。
料
・
事
務
‥
ぃ
一
四
〇
４

５
・
８
２
８
・
１
８
１
２

注
目
の
若
手
が
共
演

四
皿
１
月
3
0
日
み
な
と
み
ら
い

　
ａ
楽
界
心
若
手
が
出
演
す
る

「
生
き
る
～
２
０
１
６
若
い
命
を

支
え
る
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
１
月

習
午
後
３
時
か
ら
横
浜
み
な

と
み
ら
い
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。

　
毎
日
新
聞
社
が
小
児
が
ん
と

闘
う
子
ど
も
を
支
援
す
る
目
的

で
開
く
も
の
。
同
社
が
胞
催
す

る
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
の
出
場
者
ら
若
手
演
奏
家
が

出
演
す
る
・
ａ
楽
イ
ベ
ン
ト
で
巾

が
収
り
絹
む
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

7;万

進行役の別所哲也さん

｜

ヨ
コ
ハ
マ
」
の
シ
リ
ー
ズ
。

　
ペ
ル
カ
ン
ト
・
ソ
プ
ラ
ノ
の

逸
材
と
し
て
注
目
さ
れ
る
光
岡

暁
恵
さ
ん
ら
将
来
が
期
待
さ
れ

る
ス
タ
ー
が
出
演
。
進
行
役
は

俳
優
の
別
所
哲
匝
さ
ん
。
全
席

指
定
５
千
円
。
チ
ケ
ッ
ト
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
神
奈
川
芸

術
箆
芸
ｏ
４
５
・
４
５
３
・

５
０
８
０
。

　
Ｊ
ン
サ
ー
ト
に
４
０
混
入
を

招
待
。
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
町
を
明
記
し
、
〒
２
３

１
－
Ｏ
０
３
３
中
区
長
者
町

２
心
亘
に
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー

ス
社
『
ク
ラ
シ
ッ
ク
』
係
へ
。

１
月
習
必
着
。

一 一 一 一 一 一

ｒ
ｌ
’
乖
ｊ
。
Ｊ
１
～
４
Ｉ
レ
１
４
／
ｊ

出
火
し
た
建
物
へ
放
水
し
た
り

す
る
な
ど
、
臨
場
感
溢
れ
る
演

技
を
披
露
し
た
。
。
斉
放
水
で

は
会
場
に
虹
が
現
れ
、
来
場
者

た
ち
か
ら
歓
声
が
ト
が
っ
た
。

　
磯
ｆ
消
防
署
心
青
木
哲
郎
署

長
は
「
本
年
も
安
令
・
安
心
を

実
感
で
き
る
区
を
め
ざ
し
て
尽

力
し
て
い
く
。
今
後
と
も
ご
即

解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
・
順

い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

タウン情報
登045-227-5050

情報をお寄せ下さい，

iso9o@townnews.coJp

お
楽
し
み
人
形
劇

万
日
時
Ｈ
１
月
１
６
日
出
午
前
Ｈ

時
～
Ｈ
時
翌
▽
場
所
Ｈ
杉
田

地
区
セ
ン
タ
ー
▽
内
方
日
い
そ

ご
人
形
劇
く
ら
ぶ
「
は
ま
な
す
」

に
よ
る
人
形
劇
▽
対
象
＝
乳
幼

児
と
保
管
ｎ
組
▽
巾
し
込
み

lllビーコル

ゐj最鈴牽

　
カ
。
ｒ
プ
只
ス
ケ
・
Ｔ
Ｋ
ｂ

・
Ｊ
リ
ー
グ
の
横
浜
ビ
ー
・
コ
ル

セ
ア
ー
ズ
は
野
２
５
、
昔
、

琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス
と

ホ
ー
ム
・
横
浜
文
化
休
台
館
（
中

づ
Ｉ
ド
ク

ー
づ

Ｉ
‐
１
－
・

尽813

Ｓ
‐
４
‘
Ｓ
Ｕ
ａ
ｉ
ｌ
“
ｓ
ｓ
ｌ

ｊ
Ｎ

ス
ト
ラ
リ
ア
ド
ル
の
８
種
類
。

タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
で
通
貨
を
選
択

肌
わ
対
句
ノ

同
発
展
会
副
・
即
嘔
長
で
Ｃ
ｈ

ａ
ｉ
ｎ
ａ
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ

習
吉
委
員
長
を

務
め
る
高
橋
仲
昌
さ

ん
は
「
こ
れ
ま
で
訪

日
客
の
両
替
？
〒

ズ
に
対
し
、
ホ
テ
ル

や
銀
行
の
両
替
機
だ

け
で
は
対
応
が
不
卜

セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
た
外
貨
両
替
機
分
で
し
た
。
こ
の
。
肉

＝
当
目
先
着
▽
詳
細
心
地
区

セ
ン
タ
ー
晋
４
５
・
７
７
５

・
０
５
４
１

か
る
た
大
会

特
機
の
設
置
に
よ
り
利
便
性
が
・

増
し
、
中
華
街
で
の
食
事
や
シ
ー

ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
快
適
に
楽
し
ん
Ｉ

で
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
・
話
し
て

い
る
。

－ 一 一

、
・
‘
も
永
謙
恥
苧
ほ
ほ
嘔
一
ほ
Ｉ
析
５

区内では1月から3月にかけて地域防災拠点で訓練を実施しています｡自分の拠点を確認し、
家族で参加しましょう。

参加方法や集合場所が不明の場合は､磯子区危機管理担当(０４５･７５０･２３１２)に問い合わせを。
nﾚよう･地域防災拠点訓練

―
―
・
‐
‐

■

15

-

梅林小学校

-

　杉田5-13-1

‐77ΞT7冒

1月23日まＩ

｜

16 浜中学校 杉田3-30-11 1月16日生

17 さわの里小学校 上中里町548 1月16日比

18 洋光台第一小学校 洋光台1-4-1 1月16日比

19 洋光台第二小学校 洋光台4-15-1 3月6日８
20 洋光台第三小学校 洋光台2-4-1 1月16日出

21 洋光台第四小学校 洋光台6-6-1 1月11日に終了

■
８

-

　浜小学校

-

　磯子台23-1

四

　1月17日Θ

９ 汐見台中学校 汐見台1-2-1 2月27日街
10

森東小学校 森1-4 1月16日(士)

11 屏風洞小学校 森3-11-1 2月14日日

12 汐見台小学校 汐見台3-6 2月7日日

13 森申学校 森5-22-1 3月5日出

14 杉田小学校 杉田1-8-1 2月13日出

■
１

皿la;i一皿

根岸小学校

-

西訂2-46

-

　3月6日録

　※2拠点合同２ 根岸中学校 西町17-13

３ 滝頭小学校 丸山2-25-1 2月14日日
４ 岡村小学校 岡村4-7-1 １月16日(士)

５ 磯子小学校 久木町11-1 3月６日(Ｂ

６ 岡村中学校 岡村1-14-1 2月21日日
７ 山王台小学校 磯子5-2-1 1月口日Ｂ

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

※根岸小学校､根岸中学校の合同訓練は､根岸小学校を会場に防災講演会が行われます｡拠点の開設や運営に開する訓練は11月１日に実施済みです
Ｉ
Ｌ

一 一 一 一 一 一 -

▽
内
容
日
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
る
た

で
遊
ぶ
。
低
学
年
、
中
学
年
、

高
学
年
の
３
回
▽
場
所
=
t
W

台
駅
前
公
園
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ

ス
（
お
も
し
ろ
ハ
ウ
ス
洋
光
台

駅
前
公
園
）
マ
日
時
＝
１
月
１
６

目
田
午
後
２
時
～
４
時
（
１
時

か
ら
整
理
券
配
布
）
▽
#
&
=

小
学
生
高
人
▽
申
し
込
や

当
日
先
着
▽
詳
細
り
同
施
・
設
四

〇
４
５
・
８
３
３
・
１
５
６
９

訂
正

　
本
紙
・
元
日
一
弓
掲
載
「
林
市

長
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
の
記

併
内
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

「
今
年
度
中
に
穴
成
子
詣
横

浜
環
状
北
線
心
整
備
」
と
あ
り

ま
す
が
、
疋
し
く
は
「
来
年
度
。

中
に
完
成
ヱ
詣
横
浜
環
状
北

線
心
整
備
」
で
す
。
こ
こ
に
訂

。
ぷ
Ｌ
し
ま
す
。

球
団
初
の
満
員
御
礼
に

年
末
、
横
浜
文
体
に
３
千
人
超

勝
１
３
敗
で
２
０
１
５
年
を
締
め

く
く
っ
た
。
習
畠
客
数
は

超
満
‥
昌
３
２
６
４
人
に
卜
り
、

球
団
巾
官
制
の
満
ほ
御
礼
を
記

録
し
た
。

　
初
日
の
敗
戦
か
ら
リ
ベ
ン
ジ

に
挑
ん
だ
２
口
口
は
、
前
ｔ
を

‰jj,Lこ;&

芦j………

ゴールを狙う蒲谷選手（右）＝写真は昨年10月
｜

３５
－
蟹
折
り
返
し
。
延
を

追
う
後
牛
、
堀
川
嵯
。
選
手
や

蒲
谷
ぷ
之
選
手
ら
ベ
テ
ラ
ン
勢

心
３
点
シ
ュ
ー
ト
な
ど
で
流
れ

を
っ
か
み
、
残
り
３
分
で
３
点

差
ま
で
詰
め
寄
っ
た
が
、
惜
し

く
も
逃
げ
切
ら
れ
た
。
青
木
9
9

人
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
は
「
２
試
合

で
得
る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
っ

た
の
で
、
さ
ら
に
成
長
し
て
い

き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
さ

ら
な
る
飛
躍
を
誓
っ
た
。

　
今
季
リ
ー
グ
戦
は
４
月
ま
で

行
わ
れ
、
横
浜
は
東
地
区
１
２
チ

ー
ム
巾
６
位
に
っ
け
て
い
る
。

次
戦
は
１
月
１
６
日
田
、
１
７
日
向

心
ホ
ー
ム
戦
、
平
塚
市
で
岩
手

ビ
ッ
ゲ
ブ
ル
ズ
を
迎
え
討
つ
。

チ
ー
ム
情
報
は
公
式
サ
イ
ト

（
四
可
p
:
/
/
6
‐
c
o
r
s
a
i
r
s
.
c
o
m
）

で
公
開
中
。
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